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不具合事例  整理番号 C-02-003   

    
タイトル 試料番号を書き間違えて、やりなおし！ 

工種  調 査    対 策 フェーズ   計 画    作業中 

対象汚染物質 第一種特定有害物質、第二種特定有害物質、第三種特定有害物質、油類 

土地履歴    宅地    工場跡地    特定有害物質使用工場    その他 

説明図 「試料の表記は大丈夫?」 

  

 

作業内容 試料採取、土壌ガス調査、土壌汚染状況調査、ボーリング調査 

使用機器 試料容器 

不具合事項 

・試料採取後、試料番号を書き間違えた試料を分析機関（分析担当者）に送ってしまった。取り間違えた試料は無効
となり、土壌試料採取をやり直した。 

予防措置（計画者、監督者、作業員） 

・試料採取地点、試料採取深度を明確にしておき、作業員に周知徹底させる。（計画者、監督者） 

・名称及び番号は複数の人（監督員、職長等）に分析管理票等を用いて確認させる。（計画者、監督者） 

・分析機関等に試料容器を引き渡すときは、分析管理票を作成して相互で保管する。（計画者、監督者） 

・あらかじめ試料採取地点に採取地点名をチョーク、ペイント、杭等で明示しておき、採取地点名の誤認を防止す
る。（作業員） 

・試料採取前に試料容器に試料番号、採取地点名、採取深度、採取日時等を記入したラベルを貼る。（作業員） 

応急措置 

・取り違えた試料の特定が可能な場合、その地点の試料を再度採取して分析する。 

その他、留意事項 

・土壌ガス調査では採取時期が異なると正当な濃度分布が得られなくなるので、全地点で再調査が必要になる場合が
ある。 

・試料容器のラベルの記載確認時には、併せて試料容器の破損、密栓状況を確認する。 

・複数地点均等混合法の場合は、均等混合する試料を分析管理票などに明記する。 

関連法規等､出典  

キーワード 試料採取、ラベル、土壌ガス試料、土壌試料 

発生頻度  多   中    少 重大性  致命的   重 大   軽 微 
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KY シート  整理番号 C-02-003       年     月     日     曜日 

    
タイトル 試料番号を書き間違えて、やりなおし！ 

説明図 「試料の表記は大丈夫?」 

  

 

作業内容 試料採取、土壌ガス調査、土壌汚染状況調査、ボーリング調査 

指示事項 

・採取地点の誤認防止のため、試料採取地点に採取地点名を明示すること。 

・試料採取前に試料容器に試料番号、採取地点名、採取深度、採取日時等をラベルに記入して貼ること。 

・名称及び番号は複数の人（監督員、職長等）に分析管理票等を用いて確認させる。複数地点均等混合法の場合は、

均等混合する試料を管理票に明記する。 

 

どんな不具合が起こりうるか？ 

      

だから私たちはこうします 

      

本日の重点施策       ヨシ!! 

サイン       

 


